


用途に合わせたガル（gal）で、きめ細かな制御を実現。 
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震度設定 
 

電源回路 
制御回路 

ディップ スイッチ 

センサ部 XY２軸方式 
 （メカ式） 

「ガル」とは主に測地学に用いられる加速度の 
単位です。 
1gal（ガル）=1cm/s2 
 

有毒ガス、 
可燃性ガスを 
使う所など 

自動倉庫、 
収納棚など 

危険物質を取り扱う場所に 各種機械、装置に 



簡易震度3～6以上の範囲で設定し出力、警報など 
対人用途に最適。 

「簡易震度」とは、気象庁が定めた1990年式震度算出方式を参考に、オム
ロン独自に定めた地震の揺れの大きさを表す指標です。したがって、設置
状況、場所などによって気象庁が発表する震度と異なる場合があります。 

取付場所の共振を低減します。 制御出力をしたい任意の動
作感度に設定が可能。（4段階） 

地震判別処理回路を内蔵していますから、衝撃による誤動
作を大幅に低減。 

（形D7G-Fは、当社従来品（形D7H）に比較し、耐誤動作性を大幅に改
善していますが、ガル対応品は特にこの特性がすぐれています） 

（この機能は'97.9月以前の生産分にはありません） 

計測した加速度の最大値をリアルタイムに加速度表示灯で
表示します。 

緊急処置に不可欠な高速応答性を実現。 

揺れの強さの最大値を4段階でLED表示。 
（リレー多点出力タイプを除く） 

119※ 

64
(mm)

内蔵センサに異常が生じると、LED（赤点滅）と外部出力（リ
レー出力のみ）で異常を報知。また出力用リレーの動作点
検が可能です 

取付場所にご注意ください。 
地震波に類似した振動が発生する場所では、その振動で動作することがあ
ります。10ページの「設置場所の選定について」をかならずお読みください。 

簡易震度対応品は主に、対人的用途におすすめ 
します。 

内部センサの異常は 
LEDと外部出力で 
お知らせ 

緊急遮断 緊急遮断 

※カバー取付寸法　取り付けによって変化します 



形D7G-F感震装置（ガル対応品） 

震度5相当以上の揺れを、 
4段階のガル（gal）設定で監視、制御。 
●震度5相当以上の揺れを4段階（100、150、200、250ガル）で 

　設定可能なので、きめ細かい制御が可能 
●検出加速度が設定値以上になると、LED（赤）が点灯し、リレー出力。 
●内蔵センサに異常が生じると、LED（赤点滅）と、 

　外部出力（リレー出力のみ）で異常を報知。 
●内蔵リセットスイッチとリセット端子による遠隔のリセットが可能。 
●出力用リレーの動作点検が可能。 
●接続は端子台ねじ締め方式で、 

　DINレールへのワンタッチ取りつけ可能と、 

　メンテナンスが容易。 

9ページの 
「■正しくお使いください」をご覧ください。 

■種類 
 

納期・価格についてはお取引き商社に 
お問い合わせください （ ） ■仕様 

出力形態 設定値 
動作加速度（gal） 
周期（秒） 

DC12～24V 

AC100～230V 

DC12～24V 

AC100～230V

形D7G-F121 

形D7G-F122 

形D7G-F221 

形D7G-F222

100 
100±15

150 
150±20
0.3、0.7、1

200 
200±25

250 
250±30リレー接点 

電源電圧 形　式 

AC250V  5A 
1c接点 （ ） 
リレー多点出力 
AC250V 1A 
1a接点 

1G＝980〔gal、cm/s2〕 

（ ） 
■仕様 

制御出力 
リレー出力 
 
リレー多点出力 

エラー信号出力 

 

検出方法 
検出方向 
設定加速度 
絶縁抵抗 
耐電圧 
接続方法 
取付方法 
使用周囲温度 
使用周囲湿度 

1c接点 
AC250V  5A/DC30V  5A（抵抗負荷） 

1a接点×4（コモン端子は共通） 
AC250V  1A/DC30V  1A（抵抗負荷） 

DC24V  10mA（抵抗負荷、リレー出力のみ該当） 
DC12～24V、75mA  max.（リレー動作時） 
AC100～230V、150mA  max.（リレー動作時） 
加速度（静電容量式） 
水平2軸 
100、150、200、250（gal） 
100MΩ以上（DC500Vメガにて、端子一括とケース間） 
AC1,500V  50/60Hz  1min.（端子一括とケース間） 
端子台ねじ締め 
ねじ締め（M4×2本）またはDINレール 
－10～＋40℃（ただし、結露および氷結のないこと） 
25～85％RH 
 

4

電源電圧 
消費電流 



D7G-F

■各部の名称 

■外形寸法 
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リセット入力 

端子配置 

加速度（gal） 

電源電圧 12～24VDC 
接点容量 AC250V　5A 
 DC　30V  5A

＋ － ＋ － 
エラー出力 12～24VDC

リレー 

5

1 2 3 4

6 7 8 9

250

200

150

100

感震装置 
D7G-F121

表示灯 緑 点 灯 ： 監 視 中  
橙 点 灯 ： 地震判定 
赤 点 灯 ： 動 作 時  
赤 点 滅 ： エ ラ ー  

端子配置 

加速度 
（gal） 

100 150 200 250

電源電圧 12～24VDC 
接点容量 AC250V　1A 
 DC　30V  1A

＋ － ＋ － 
リセット入力 12～24VDC

5

1 2 3 4

6 7 8 9

1 2 3 4 1 2 3 4

ON

動作表示灯 
○緑 点灯：監視中 
○橙 点灯：地震判定 
○赤 点灯：動作時 
○赤 点滅：エラー 

加速度表示灯＊ 
○250 
○200 
○150 
○100 
＊多点出力タイプにはありません。 

本体取付け穴 操作部カバー 水準器 

端子台 端子カバー 

操作部（リレー出力タイプの場合） 

リレー出力タイプ リレー多点出力タイプ 

リセットスイッチ 
 

動作加速度設定スイッチ＊ 
＊多点出力タイプにはありません。 動作確認スイッチ 

端子台 端子カバー 

（123） （119） 

5064

水準器 

端子カバー付（標準添付） 

102

6.5

DINレール 
取り付け スライド時 

max10.5

4

93±0.2

52±0.2 φ4.2動作表示灯 

（加速度 
  表示灯）＊ 

4.2

6
8.5

4.25 9-φ6.2

33.6
11.2

8.2

（動作加速度設定スイッチ）＊ 
動作確認スイッチ 

リセットスイッチ 

7.3

6.5
M3.5 ＋ － ねじ ＊リレー多点出力タイプには加速度表示灯および 

　動作加速度設定スイッチがありません。 

形D7G-F□□□シリーズ 



D7G-F

■動作チャート 
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 ● リレー出力タイプ 
　形D7G-F121/-F122 

・スタートシーケンスおよび動作時 

 ● リレー多点出力タイプ 
　形D7G-F221/-F222 

・スタートシーケンスおよび動作時 
　(200(gal)の揺れが発生した場合)動作加速度設定スイッチを「150(gal)」に設定し、 

200(gal)の揺れが発生した場合 （ ） 
100gal 150gal 200gal 鎮静 100gal

緑 緑 緑 緑 緑 緑 橙 赤 

150gal 200gal 鎮静 

停電 
1 2 3 4 5 1 3 3 3 4 5

スタート 
シーケンス 
実行中 

スタート 
シーケンス 
実行中 

スタート 
シーケンス 
実行中 

スタート 
シーケンス 
実行中 

スタート 
シーケンス 
実行中 

スタート 
シーケンス 
実行中 

ディレイ 
Max.800msec

ディレイ：Max.800msec
ディレイ：Max.800msecディレイ：Max.800msec

ディレイ：Max.800msec

Min.800msec

Min.800msecMin.800msec

緑 緑 緑 緑 緑 橙 赤 

地震波 

電源 

リレー出力（NO） 

リレー出力（NC） 

リレー出力（NO） 

リレー出力（NC） 

動作表示灯（2色） 

動作確認スイッチ 

リセット信号 

加速度表示灯 100

 150

 200

 250

リセット信号 

地震波 

電源 

100（gal） 
リレー出力（NO） 

150（gal） 
リレー出力（NO） 

200（gal） 
リレー出力（NO） 
250（gal） 
リレー出力（NO） 

動作表示灯 
（緑・赤） 

リセット信号 

100（gal） 
リレー出力（NO） 

150（gal） 
リレー出力（NO） 

200（gal） 
リレー出力（NO） 
250（gal） 
リレー出力（NO） 

動作確認スイッチ 

リセット信号 

停電 

Min.800msec

Min.800msec Min.800msec

・動作確認時 

・動作確認時 

1電源が供給されたとき、およびリセット信号が入るとスタート
　シーケンスが行われ、センサの異常の有無を確認し、センサ
　に異常がない場合に監視状態になります。 
　出力用のキープリレーは電源を入れただけではリセットでき
　ません。リセット信号により、キープリレーをリセットしてくださ
　い。 
2地震発生時、加速度に応じて、加速度表示が点灯します。 
　（形D7G-F221/-F222は加速度表示灯はありません。） 
　地震と認識した時から、リレーが動作するまでの間は、橙の
　LEDが点灯します。 
3動作加速度設定スイッチの設定加速度に到達した時、リレ
　ーが動作し、出力します。この時、動作表示灯は橙から赤に
　変わります。（形D7G-F221/-F222は、各設定加速度値毎
　にリレーが動作します。） 
4電源が切れた場合、リレーは電源断直前の状態を継続します。
　動作表示灯および加速度表示灯は、消灯します。 
5リセット信号が入ると、キープリレーをリセットするとともに、スタ
　ートシーケンスを行います。 
6動作加速度設定スイッチで設定された加速度に満たない
　加速度で加速度表示灯が点灯した場合、地震が鎮静後、
　以下の時間経過後に加速度表示灯を消灯し、監視状態に
　自動的にもどります。 
　・100galの加速度表示灯が点灯時……約3秒後 
　・150galの加速度表示灯が点灯時……約6秒後 
　・200galの加速度表示灯が点灯時……約18秒後 
　（形D7G-F221/-F222にはこの機能がありません。） 



D7G-F

■ブロック図 

■外部接続 
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●リレー出力タイプ ●リレー多点出力タイプ 

形D7G-F121/-F122

●リレー出力（DC仕様） 

形D7G-F121

●リレー出力（AC仕様） 

形D7G-F122

●リレー多点出力 

形D7G-F221/-F222

形D7G-F221/-F222

震度設定 
（ディップSW） 

センサ部 
X,Y2軸方向 
（メカ式） 

電源回路 電源 
制御回路 

1

2

X

9

8

7

6

5

4

3

24V

24V

＊ 

エラー　＋ 

エラー　－ 

リセット　＋ 

リセット　－ 

NC

NO

COM

リレー出力 

＊リセット端子は、DC24V  2mAの電圧電流です。 

電源回路 電源 
制御回路 

1

3

4

2

X

X

X

X

9

8

7

6

5

＊ 
リセット　＋ 

リセット　－ 

NO

NO

NO

NO

COM

リレー 
出力 

＊リセット端子は、DC24V  2mAの電圧電流です。 

センサ部 
X,Y2軸方向 
（メカ式） 

1

5 6 7 8 9

2 3 4
＋ － ＋ － 

NC NO COM

リセット入力＊ リレー出力 

形D7G-F

DC12～24V電源 エラー信号出力 

＊押しボタンスイッチなどのa接点、 
　有接点をご使用ください。 

1

5 6 7 8 9

2 3 4
L N ＋ － 

NC NO COM

リセット入力＊ リレー出力 

形D7G-F

AC100～230V電源 エラー信号出力 

＊押しボタンスイッチなどのa接点、 
　有接点をご使用ください。 

1

5 6 7 8 9

2 3 4
＋ － ＋ － 

COM

100 150 200 250gal

リレー出力 

形D7G-F

電源＊＊ 

リセット入力＊ 

　＊押しボタンスイッチなどのa接点、 
　　有接点をご使用ください。 
＊＊電源の極性は、リレー出力をご参照 
　　ください。 



D7G-F

■接続 
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（1）配線を行う際は、公称断面積0.75mm2
　　のケーブルを使用し、M3.5用の絶縁
　　被覆付きY型圧着端子を介して配線
　　を行ってください。 
（2）また、1つの端子に複数の配線が必要
　　な場合は、中継端子台等をご使用くだ
　　さい。 
（3）リレー多点出力タイプのCOM端子は、
　　各リレーに共通ですのでCOMの極性
　　はすべて同一にしてください。 

 ●エラー出力端子の 
　外部機器との接続について 
　内蔵センサに異常を生じた場合、動作
　表示灯（赤）が点滅するとともにエラー
　信号出力端子で異常を知らせます。異
　常を生じた場合は、電源を切るまで復
　帰しません。（形D7G-F211/-F212には、
　エラー信号出力はありません） 

（1）PLC（プログラマブルコントローラ）
　　と接続する場合 

 ●リセット端子の接続について 
・リセット端子に接続された機器でリセッ
　ト信号（無電圧の接点入力）を入れると
　本装置が初期化されます。 
・AC電源のN側とリセット入力端子は絶
　縁されていませんので、リセット入力は、
　押しボタンなどの有接点（a接点）をご使  
　用ください。電源を入れた状態で、リセ
　ット入力に電圧を印加すると、内部回路
　を破壊する可能性がありますのでご注
　意ください。 
・1つの入力用接点から2台以上の感震
　装置に同時入力する場合、電源位相
　が一致していないと短絡電流が流れ、
　内部回路が破壊されます。必ず電源
　位相を合わせてください。 

・また、電源位相が合っていても、下図の
　ように入力用接点の位相が一致してい
　ないと短絡電流が流れます。 

 ●配線について 
・本器への配線は、ノイズ発生源（大容
　量の電源、モータなど）の近くを通さな
　いでください。 

（3）外部に表示灯を点灯させる場合 
　　（異常時に点灯） 

エラー － 

エラー ＋ 

DC24V
COM

IN

形D7G-F
PLC 

形CQM1-ID212

3

4

エラー － 

エラー ＋ 

R＝4.7k～10kΩ 

5～24V形D7G-F

3

4

v V＝OV （正常） 
　  Vcc（異常） 

エラー － 

エラー ＋ 
R＝4.7k～10kΩ 

5～24V形D7G-F

3

4

v V＝Vcc（正常） 
　  OV（異常） 

エラー － 

エラー ＋ 
R＝470Ω（5V） 
　  2.2kΩ（24V） 

5～24V形D7G-F

3

4

（2）機器で読み取る場合 

LED

＋ － 

L N

リセット 
 入力 

＋ － 

L N

リセット 
 入力 

電源 

入力用接点 
形D7G-F

＋ － 

L N

リセット 
 入力 

＋ － 

L N

リセット 
 入力 

電源 

入力用接点 
形D7G-F

＋ － 

L N

リセット 
 入力 

＋ － 

L N

リセット 
 入力 

電源 

入力用接点 
形D7G-F



D7G-F

■正しくお使いください 
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以下に示すような項目は、安全を確保す
る上で必要ですので必ず守ってください。 

（1）引火性、揮発性ガスのあるところでは、
　　 使用しないでください。 
（2）この製品は、分解したり、修理、改造を
　　しないでください。 
（3）本体取付、端子台のねじは適正締付
　　トルクで締付けてください。 
（4）電源電圧は、規定値以内でご使用く
　　ださい。 
（5）負荷は、定格以下でご使用ください。 

●設置場所について 
（1）保守、管理および点検の容易な場所
　　に設置してください。 
・表示灯の点灯が通常の位置から容易
　に確認できる場所 
・操作部の操作が容易な場所 
・通行の障害にならない場所 
（2）次のような場所には設置しないでくだ
　　さい。正しく動作しなかったり、故障の
　　 原因となります。 
・疑似振動が発生するところ。 
・高温・多湿および水滴のたまる可能性
　のあるところ。 
・急激に温度が変化したり、直射日光の
　あたるところや火気のそば。 
・磁気の影響を受けやすいところ。 
（3）本器の保護構造はIP30（盤内蔵型）
　です。したがって工場などの現場でご　
　 使用の場合は、盤内の安定した環境　
　などに設置してください。 
 
●設置場所の選定について 
（1）地震波に類似した振動やうねり（疑似
　　 振動）が発生する場所では、本器が動
　　 作することがあります。予め誤動作の 
　　 有無をご確認のうえ、誤動作が起こら
　　ない場所を選定してご使用ください。 
　　 設置予定場所に形D7G-Fを仮設置し 
　　（1～2日程度）動作表示灯が橙点灯
　　または、100gal以上の表示が出る場所
　　は疑似振動が発生していると考えられ
　　ますので設置場所には適しません。 

〈特に注意が必要な場所〉 
・ドアや引き戸の近く 
・広い壁やパネルの上部や中央付近 
・移動体上 
・埋め立て地などの地盤の弱い所に立つ
　構造物 
・塔や高層ビルなどの揺れを想定して造
　られた構造物 
・上記に類似する場所 

〈疑似振動を発生しやすい振動源〉 
・ドアや引き戸の開閉 
・コンプレッサーやブロアなどの大型回転
　機器 
・連続した衝撃を発生する機械類 
・大型機械の起動、稼働、停止時 
・大型車輌の発進、走行、停止 
・上記に類似するもの 

（2）疑似振動の発生例 
・コンプレッサーが設置された建物 

（3）一般的には、設置場所が地盤より高
　　くなればなるほど地震や振動による揺
　　れが拡大されます。設置場所の選定
　　や検出感度の設定に考慮ください。 

警告 

お願い 

●設置について 

（1）本器は、地震を感知して警報を出力し、
　　 2次災害を低減することを目的とする
　　ものであり、本器を設置した各種設備
　　 の故障や破損などの異常を防止する
　　 装置ではありません。 
（2）日本国内での使用環境を想定した仕
　　 様になっておりますので、日本以外で
　　は使用しないでください。 
（3）強い衝撃を与えたり、10cm以上の高
　　さから落下させた場合、センサの変形
　　などにより正しく動作しない可能性が
　　ありますので、その商品は絶対に使用
　　しないでください。 

正しい使い方 

電源を入れた状態で、分解した 

り、内部に触ったりしないでく 

ださい。感電の恐れがあります。 

・ハンマーで連打 
 

・大型車輌の走行停止時に軟弱地に 
　建つ建物が揺れた 
 

形D7G-F

コンプレッサ 

形D7G-F

ハンマー 
作業台 

H型鋼 

コンプレッサーの負荷の増減により 
微震動にうねりが重畳した。 

形D7G-F
フォークリフト 

H型鋼を伝搬 
ハンマーの連打により、地震波に 
近い振動波成分が発生した。 

地震波に類似した振動成分 

フォークリフトの走行・荷物の揺れ 
などにより地盤から揺れた 
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 ●取付・使用方法について 

（1）取りつけパネルが薄い場合には、周囲
　　（地震以外）の振動により感震装置が
　　（共振）動作することがあります。アング
　　ルを入れるなどの補強が必要です。 
（2）できるだけ垂直、および平面度のでて
　　いる取付面を選び、2本のM4六角穴
　　 付ボルトを使用して、強固に取りつけ
　　てください。 
（3）水準器を使い、ボールが円内に入るよ
　　うに、正しく鉛直に取りつけてください。 
（4）DINレールに取りつける場合には、 
　　 形D7G-Fを取りつける近傍で、DINレ
　　ールをパネルにねじ止めしてください。 
　　また、エンドプレートを使用し固定して
　　ください。 
（5）DINレールに取りつける際には、本体
　　 のガタツキのないことを確認し、ガタツ
　　キを生じる場合は、ねじにより取りつけ
　　てください。 
（6）通電前に配線および電源電圧を確認
　　ください。感電したり、機器を破損する
　　ことがあります。 
（7）配線後、端子が露出し、感電の危険性
　　がある場合および配線を保護したい
　　 場合は、付属の端子カバーをご使用く
　　ださい。また、通電時の端子カバーの
　　 開閉は避けてください。 
 
 ●取付寸法と締付けトルク 
・取付寸法 

●検出感度の設定について 

（1）形D7G-121/-F122 
　　 使用目的に合わせ、内蔵の動作加速
　　 度設定スイッチにより動作加速度を設
　　 定してください。 

　　 動作加速度設定スイッチの1～4のす
　　べてがOFFの時には、80±13galで動
　　 作します。また複数のスイッチがONの
　　 時には、低い方の動作加速度が優先
　　されます。 
（2）形D7G-F221/-F222には設定スイッチ
　　が内蔵されていません。接続替えで
　　ご対応ください。 
 
●監視状態の確認について 

（1）ご使用前には配線や電源電圧に間違
　　いや異常が無いことを確認の後、電源
　　を供給してください。 
（2）ご使用前、所定の地震動で動作した後、
　　 動作確認後および点検後には以下の
　　 手順で本器が正しく監視状態になっ
　　ていることを確認してください。 
（3）内蔵のリセットスイッチを押すか、または
　　リセット入力に接続された機器でリセッ
　　ト信号を入力し、スタートシーケンス（動
　　 作チャート参照）が実行された後に動
　　 作表示灯が「緑色」に点灯（監視状態
　　 の表示）していることを確認してくださ
　　い。 
（4）動作表示灯の「赤色」の点滅（エラー
　　 の表示）となった場合には、本器への
　　 電源の供給を停止、本器が正しく取り
　　 つけられているかを確認の後、再度 
　　（2）（3）の動作で確認してください。 
（5）以上の手順で再度エラー表示となる
　　 場合には、当社営業担当者にご確認
　　をお願いします。 

 ●疑似震動の対策例 
 

制御盤 

制御盤 

取付パネル 

化粧 
パネル 

主軸モータ 

アングル 

対策例 

・別の場所に設置する 

造成直後の軟弱地に建つ 
仮設小屋（プレハブ）が、 
人の移動で揺れる 

対策例 

・低い所に設置する 
・別の場所に設置する 

コンプレッサの負荷の増減 
により、建物が揺れる 

対策例 

・扉から遠ざける 
・低い所に設置する 

扉を繰り返し開閉すると扉 
の上の壁が揺れる 

対策例 

・壁に設置する 
・低い所に設置する 

大型換気扇の回転むらや 
H型鋼を伝わってきた振動 
でH型鋼の上部ば揺れる 

対策例 

・制御盤を固定する 
・低い所に設置する 

据置型の制御盤が、ドアの 
開閉で揺れる 

対策例 

・制御盤の下部に設置する 
・制御盤のコーナーに近 
　い所に設置する 

制御盤内の機器の動作で 
取付パネルが揺れる 

対策例 

・アングルに近い所に 
　設置する 

マシニングセンタ（M/C）の 
主軸モータの起動停止時 
に化粧パネルが揺れる 

対策例 

・疑似振動の無い場所に 
　設置する 

ボイラが燃焼時の振動で 
揺れる 

ねじの名称 
 

適性締付トルク 
 

端子ねじ 

本体取付 
M4六角穴付きボルト 

0.4～0.6N・m 
｛4～6kgf・cm｝ 
1.4～1.6N・m 

｛14～16kgf・cm｝ 

・各ねじの適性締付トルク 

93±0.2

52±0.2

φ4.2　　穴または 
M4ねじ穴 

＋0.2 
　0

1 2 3 4

ON

1 2 3 4

ON

1 2 3 4

ON

1 2 3 4

ON

100

150

200

250

動作 
加速度 

動作加速度設定 
スイッチの設定状態 

動作 
加速度 

動作加速度設定 
スイッチの設定状態 
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●動作確認について 
（1）ご使用前および点検時には以下の手
　　 順で本器が動作することを確認してく
　　ださい。 
（2）内蔵された動作確認スイッチを押し、
　　 内蔵リレーの動作および動作表示灯
　　が「赤色」の点灯（動作状態の表示）
　　となることを確認してください。 
　　（動作チャート参照） 
（3）前述の「監視状態の確認について」
　　の項に従い監視状態に戻してください。 
（4）この動作を2～3回繰り返してください。 
 
●動作後について 
（1）所定の地震動などで本器が動作した
　　ときは、設置対象物やその他の関連す
　　る装置に異常が無いことを確認した後に、
　　 前述の「監視状態の確認について」
　　の項に従い監視状態に戻してください。 
 
●保守点検について 
（1）設置直後および使用中（1年に1回以上）
　　は、以下の点検をしてください。 
・表示灯が監視状態にあること 
・本器の異常の有無 
・本器の取りつけや接続部の緩みの有無 
・前述の「動作確認について」の項に従
　う動作の確認 
（2）電源供給を停止した後、すぐに再投入
　　しますと動作が不安定になることがあ
　　りますので、5秒以上の間隔を開けて
　　 行ってください。 
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